
貪鱈らせコー -「下記の企画が寄せられました。
大切な機会として、お知らせします。」

これまで震災関係の復興研究に寄与してきた「兵庫県震災復興研究センクー」

が，2001年4月より会員制に切り替え、新たな活動をスタートさせますs
その記念講演を、鳥取県知事片山善博氏を招いて下記のように行います。

鳥取県では，鳥取西部地震後いち早い復興支援策を行い注目を集めました。

鳥取県知事片山善博氏は、阪神淡路大震災の時は，被災地の要望を聞〈側（自治

省）にいた方です。その教訓が，この鳥取県での公的支援策を打ち出す事に…。

是非直接お聞きください。

震災研究センター第 1回総会記念シンポジウム
← ▲ 

I 0000 謳
地域の復興に何が必要か

ー鳥取県西部地震の教訓から一—

鳥取県西部地震で片山知事は、いち早く住宅再建に300万円の公的支援を
実施。その片山知事が、決断の背景や今後の住宅再遵古擾制度を語ります。

丘;:~:＝。一;:：三
大震災から6年経った被災地の現状
やこの大震災の教訓は何か、行政と被
災者、情報公開と説明賣任、「安心・
安全権」の確立、被災者住宅再建支援
制度のあり方などをこ参加の被災者、
市民、各分野の専門家が、片山知事と
縦横に語り合います。
震災研究センターからは各分野の専
門家が多数参加します。

鳥取県知事片山善博氏 ｀ 

占■日時 4月30日（月）翻休8
翌 午後1時錨～5時I■会場鵠鴫簗鑓大ホール(11剛
層
尺 云 (078)333-5986 

9 紐費 1000円（資料代）事情により割引可

国民の「安心・安全権」の確立のために 被災地支援のための募金等彙援活動
に積極的に参加を．（カンハ盲込口座
〒振込口座薔号Oll70-7-29732全敏神
戸市教職員組合）

主置／兵庫累霞災復興研究センター

唱ご巴芯＝
ft 078-371-4593 
FAX078-371-5985 
~~: ht~://www.shJnssl.or.Jplhrc-qr/ 
EM: tdQ2-hrq@kh.rlm.or.jp 

序

被災地だより これ以上人災による犠牲者を出さないために

強力な絆を避難所になった神戸の学校現場から全国へ

第 18号 2001• 4 • 1 7 

全教神戸市教職員組合「絆編集係J•神戸市中央区下山手通 4 • 1 3 • 9中尾ピル3F・冗L-(118-391-7508• 

FAX-078-391-8549・〒振込口座薔号01170-7-29732

以着の声を員追ヘ（スイス・ジュネープ）
震災 6周年を迎えても今なお復興が進まず、被災地では、その格差が広がっ

ています。兵庫県震災復興県民会議と兵庫県震災復興研究センターは、国際人

権活動日本委員会の一員として、国連社会権規約委員会で日本政府の人権軽視、．

救援復興施策をただし、国際世論で包囲することを決めました。 そのため、

4月に先遣隊1名、 8月に数名の代表団を国連に派遣することを発表しました。

派遣の経緯 層属ー疇口晶石屑じ鼻馴
国連社会権規約委員会（以下、国連同委員会）に提出された日本政府の社会権規

約に基づいた 1998年提出の書類には、阪神・淡路大震災に関することが全く取

り上げられていませんでした。それに対し、「復興県民会議」と「震災研究セン

ター」は、 2000年5月日本政府に対する「質問事項」「反論書」などを国連同委

員会に提出しました。そのため、国連同委員会から、日本政府に対し、「震災復

興の質問事項に対する報告書」提出を求めたものです。その報告書審査が今年

8月に行われるため、審査員に対し、被災地の実情を昨年提出した「反論書」

などを基に、被災者の代表として、直接訴えに行くことになったものです。

2000年5月国連社会権規約委員会に提出された日本政府に対する

「反論書」（カウンターレポート）の要約は、次頁のとおりです。
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g••• へtll 「代表団派遣のための支援募金募集しています。 TEL• 078 • 371 • 4560（同会議）」 昔
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［ 国連社会権規約委員会に提出された「カウンターレポート」の要約［
l はじめに被害の実情を訴え、特に‘、社会権規約第 11条「居住の権利」侵害の実』
［ 態を次の 8項目に分けて説明。

』 1・多数の倒壊家屋による被害は、住居の「安全」を確保する建築基準法などの法』

［ 律の運用や政策が「居住の権利」を守るものではなく、防災対策の怠慢と利潤『
』 追求に走った結果である。

昔 2・被災後の避難所、仮設住宅は、被災者の「平和と尊厳」を守るものでなかった。昔

~ 3．被災後、避難所での「震災関連死」、仮設住宅、復興住宅での「孤独死」は、『
［ 物心両面のケアの欠如と放置が主要因。

!l 4．被災者が、恒久住宅へ移動するまでに 2度もコミュニティを崩され、元に戻 ll
』 る権利の保障が困難になる。 ［ 

』 5・区画整理事業、都市開発事業による建築制限は元の場所に住み続ける「居住』
ii 権」の侵害であり、自営業者が営業して生活することも困難にした。 目

E 6・被災地の多くの「都市計画」等は、被災者との民主的な話し合いが保障され』

i ず、行政が一方的に決定、実行したことは「一般的意見4」に違反するものI
；！ である。 ・

』 ［
~ 7• 第 11 条「居住権の保障」のため、「適切な処置」として行われなければならな l
ll い被災者に対する公的支援金の支給を、政府、自治体は拒否し続けた。 』

』 8・政府、自治体による救援・復興計画は、国際人権規約の水準を満たしたものi
| ではなく、その重大な誤りの結果、現在なお人権と居住の権利が奪われてい|； る実態がある。 ： 
ll （最後に、まとめとして、）
』多くの被災者は、復興公営住宅に移ったが、居住適合性・コミュニティの欠如した［

l居住条件下におかれ、今もなお健康や人間らしい暮らしの権利は失われている。 ［ 
』大震災はまだ終わっていない。 I 
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震災6周年メモリアルデー(2001年1月17日）

「居住帽」・「助け合い」・「公的亥鑽」舷立レ迄＆ゥ

被災者ネットワーク代表世話人の安田秋成さんの発言から（国連派遣代表団の一人）

|「居住権」について、 1

「（前略）••まちづくりの問題について、

これまで住民はあまり深く考えてこ

なかった。私たちがそうです。

鳥取県の人に比べて残念だと思い

ます。鳥取県の人たちは大地に根を下

ろして、動かんというんでしょ。だか

らそこに仮設をつくらなくてはなら

ない。私たちは、西区であろうが北区

であろうが、避難所を出て行くのなら

早く当たりたいという格好なのです

ね。だから私たちの地域に対する考え

方というものは大地に根のついたも

のではなかったと反省しています。少

なくともこれから大災害にあった人

たちは、『現地に仮設住宅を建てよ。

現地に住民がいない限り商店街の再

建もないんだ』という阪神淡路大震災

の教訓を、貫いていく必要があるんじ

ゃないかと考えています。」

|「助け合い」について、 1

「困った時に助け合うのは人間の原

点だと、私は思います。震災の時はみ

んなそうしたんです。ところがこれか

らは、困った人を助けるという問題も

考えなくてはならない。これは市民道

徳としての始まりではないか。震災の

中でこうした道徳というものを作り

上げていかなくてはならないだろう

と思います。子どもの非行やいろいろ

な問題を先生の責任や学校の責任に、

あるいは親だけの責任にするのでは

なしに、地域で助けあう気持ちをどう

作り上げていくのか。仮設住宅ではさ

さやかではありますが、これがありま

した。これが今、木っ端微塵に壊され

てしまっているんです。しかし、そう

いう経験をした人たちが今、被災者住

宅に住んでいます。この人たちが自分

の気持ちや自分の良心をまっすぐ伸

ばせるような生活環境・まちづくりを

考えていく必要があるんじゃないか

と思う訳です。」

|「公的支援」について、 1

「私は、大きな災害であったという

ことで、公的支援をはじめ、自立支援

の方法についても、住宅支援、生活

支援という基本的な問題を提起した

のは阪神淡路大震災だったと思いま

す。その大震災被災者の私たちが、

この基本的な公的支援法や住宅支援

法成立のために、やはりその戦列の

先頭に立つとはいいませんが、少な

くともその中核あたりにはなって進

んでいきたい。そのためには6年間

被災者運動を続けてきました後何

年たとうとも、これが実現する時ま

で、あるいは、少なくとも市長が我々

の市長と交代するまでは言いつづけ

たいと思います。」

3
 



広で震庸6弱⇔屠神0教調生かして膠しい！！
阪神淡路大震災後、被災地の教訓を生かしたいと、被災地神戸と様々な地域

との交流が広がっています。そのうちの一つ、昨年修学旅行で神戸にきて同年

代の中学生同士の交流会などを行った広島から、今年のメモリアルデーに掲載

された新聞記事が送られてきました。（下記）
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その広島で、今年3月 24日、震度6弱、阪神淡路大震災に匹敵する大きさの

地震が発生！！ 地震の活動期に入った日本列島を実感するできごとでした。

地震の規模が大きかったにもかかわらず、被害が少なかったのは、震源が深

かったのに加え、阪神大震災以後、ライフラインの防災対策などを強化してい

たため、と報じられましfこ。

神戸でも震度 3を記録、直後に広島へ連絡したものの、電話・インターネッ

トが不通で、その被害状況が掴めず一層の不安を感じた方も多かったようです。

全教広島（教職員組合）の当時の資料によると、「早速各学校の被害状況を知る

ため、各市町村、県教委に働きかける一方、自らその実態把握と、子ども達、

教職員、組合員の様子を詳しく把握し、全教本部と連絡をとり、支援の要請行

動を行った。」と記されています。95年、私たちが被災して直後の混乱状態の中、

全国各地から温かい支援を受けたことが蘇りました。

改めて、大変な状況だったこととお見舞い申し上げます。

「丁度学校は春休みに入ったため，校舎や校庭等の被害があった割には，人的

被害が限られた面はホッとするところだった」とも書かれていました。しかし

白昼の災害のため多くの子ども達がその恐怖を実感しました。そのときの様子

を綴った広島県安芸郡「明徳中学校」1年生の作文が寄せられたので次ページに

その一部を載せます。

被災地での様々な体験を交流し、その中での教訓を、心のケアを含め，今後，防

災面で生かされることを，全国各地の共通の課題にしたいものです。
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弱
で
、
音
戸
町
、
倉
橋

町
は
、
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強
で
し
た
。
私
と
ひ
と
ち
ゃ
ん
は
、

い
ろ
ん
な
物
が
売
っ
て
い
る
所
に
い
ま
し
た
。

は
じ
め
は
、
横
ゆ
れ
で
、
ち
ょ
っ
と
し
て
、

縦
に
ゆ
れ
ま
し
た
。

家
に
帰
っ
て
み
る
と
、
お
き
物
の
ガ
ラ
ス

ケ
ー
ス
が
落
ち
て
、
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
花

び
ん
も
、
た
お
れ
て
い
ま
し
た
。

呉
に
あ
る
、
自
分
の
家
の
お
店
は
、
印
刷

所
な
の
で
、
何
万
個
も
あ
る
、
活
字
が
全
部

落
ち
て
い
て
、
か
た
ず
け
が

3
ヶ
月
く
ら
い

も
、
か
か
る
の
で
、
大
変
そ
う
で
し
た
。

私
は
、
地
震
が
あ
っ
て
、
こ
ん
な
に
大
き

い
地
震
は
初
め
て
で
、
自
然
と
か
が
す
ご
く

こ
わ
い
物
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
ん
ど
ま
た
、
こ
ん
ど
こ
ん
な
に
、
大
き

な
地
震
が
き
た
時
の
た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
を
、
知
っ
て
お
き
た
い
で
す
。

空

本

帆

波



新連載

「神戸では大地震がない」迷信がなぜ広がったか

（科学を学ぶ市民の権利と理科教育）

大地のことを教えてこなかった理科塾育

（第2/4回）

神戸市立飛松中学校鴬本格
「なぜ地震の原因を

教えなかったのか？」

市民は’'断層が動いて地震がおこる”

ことを知らなかった．”活断層は過去に

大地震がおこった証拠である”こと

も、’'市街地の近くや地下に震源にな

る断層がある“ことも、’'六甲山地が

激しい地殻変動で地震をおこしなが

ら高くなってきた山である”ことも知

らなかった。とうぜん、”神戸で大地

震が起こっても不思離ではない“とい

う学者がいることも、＂そのときには

壊滅的な被害を受ける”と断言する報

告があることも知らなかった。

思えば、少なくとも中学校間での日

本の理科教育の中で地震の原因がき

ちんと扱われたことはほとんどなか

った。断層とは単なる地層のくいちが

いであった。断層は過去の地殻変動の

証拠であるという教え方はされたと

しても、今後も動く＂活断層‘‘という

扱いは中学校の理科のなかではされ

てこなかった。地域の具体的な事実に

そくして地殻変動を教えることは例

外的な一部の教師がおこなうだけで

あった。

「活断層」が教えられなかった訳

学校での教育の内容を規定してい

る文部省学習指導要領にその記述が

ないことが一つの要因だ。中学校の学

習指導要領 (1989年版）には’'地震の

体験や記録を基に、その揺れの大きさ

や伝わり方の規則性に気付くととも

に、地震に伴う土地の変化や災害につ

いての認識を深めること“とあるだけ

である。

その扱いを解説した指導書には”地

震の大きさ（震度）と規模（マグニチュ

ード）については、その違いを筒単に

説明する程度とする“とわざわざ制限

を加えている。まるで”一般の人には

地震なんてわからなくってもいい”と

いっているに等しい。

この記述のために、教科書では“地

震のときに大地が隆起したりずれた

りする”と、断層は地震の結果として

扱われるだけである。地殻変動という

視点でみたときに日本列島がどのよ

うな位置にあるのか、地震はどのよう

な理由でどのような場所におこるの

かは扱われなかった。

地震の原因や、地震は巨大な力によっ．．

て岩盤が破壊する現象であり、地震動

はそのエネルギーの地表への伝達で

あるといった地震の本質にはふれて

いない。

この学習指導要領の作成にかかわ

った研究者に“なぜ地震の原因を教え

るようにしなかったのか”と質問した

ことがある。＂学問的に論争中で確定

していない”と強く主張する人たちが

いるからだという。そのため、岩盤の

破壊現象である地震の原因であり、過

去における地震発生の証拠でもある

断層は、単に地震の結果地表にあらわ

．れる現象として扱われることになっ

た。その研究者は'’それどころか、当

初の原案では、震度階とマグニチュー

ドの違いはむずかしいから、震度階は

教えなくてもよいことになっていた

“と嘆いていた。

地震波は人々の生活を破壊する揺

れとしてではなく、入試での出題頻度

の高い震央距離を求めるためのデー

タとして扱われてきた。

高等学校では地学を開講している

学校はきわめて少なく、開講していて

も受講する生徒はわずかである。おそ

らく生徒全体の 1割程度であろう。と

すれば、中学校での理科の授業の内容

が、日本の人々の地震についての学力

を規定しているといってもよい。

「基礎学力の欠如」

専門家がしかるべき報告書を書い

ても、自治体の責任者や担当者にそれ

を読み取る基礎学力がなければ、それ

に見合った対策もたてられるはずは

ないし、市民に対する啓発もおこなわ

れるはずもない、市長や県知事、自治

体の責任者が警告の意味を読み取れ

なかったとすれば、その責任能力が問

われなければならない。仮に読み取れ

たのに、経済的な理由や政治的な事情

で無視をしたとすれば責任はいっそ

う重大である。

いっぼう、市民の側も、報告書を読

みとって行政に対策や情報公開を求

めることができなかったのは基礎学

カの不足だったといわざるをえない。

ここで基礎学力の欠如というの

は、”地震のことを科学的に知ってい

なかった‘‘ということだけではない。”

破滅的な被害を受ける“という表現か

ら、リアリティーをもって神戸の地震

直後の様相を思い浮かべられたかと

いう想像力の欠如もあったかもしれ

ない。

（次回、致命的な欠陥を拡大した

新学習指導要領）
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